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ダミアン・マッケンジー

ワイカトとオールブラックスの選手

ワイカトラグビーが良い人間／
ラグビー選手になる為のフィールド
内外での重要なスキルを提供してくれた
おかげで今の私があります。
“ “ワイカトはすごく豊かな環境だと思っています。

グラウンドも良いし、素晴らしいコーチが揃って
います。そしてレベルの高い選手がたくさんいま
す。その中でラグビーをやれば劇的に成長できる
と思います。
短期留学でも強い選手とやれば必ず強くなるので、
ラグビーだけじゃなくて海外の経験として今後
の人生につながると思うので、このチャンスを是
非掴んで挑戦してください。



FMG スタジアム ワイカト
ワイカトラグビー協会によるインターナショナルラグビー

育成プログラムはハミルトンにあるFMGスタジアム　ワイカトを拠点とします。

FMG スタジアム ワイカトは１９２５年よりワイカトラグビーの本拠地とし、数々のワイカトや
オールブラックスのすばらしい試合が行われてきた場所でもあります。
スタジアムの収容人数は２５,８００人であり、メインスタンド（通称ブライアン・ペリー スタンド）側には
ファンクションラウンジ、コーポレートラウンジ、事務所、ロッカールーム、メディア設備などがある 5 階建
てのスタジアムとなっています。 そこにワイカトラグビー協会のオフィスが置かれています。
１番下の階（地上階）がワイカトラグビー協会のジムと選手達のアクセスできるエリアになっており、この
エリアと隣接したビーサムパーク（練習グラウンド）がワイカトラグビー協会のインターナショナル ラグビ
ー育成プログラムで主に使用する場所となります。

FMG スタジアム ワイカト
日本の大学生向け育成プログラムのベース ワイカトラグビーのホーム



ジムでのセッションは各選手のトレーニング年数、 目的に対する優先順位やニーズを踏まえ
プログラムを個別に組んで行きます。

戦術面 を鍛える部分ではレビュー （ふりかえり で ワイカトラグビー協会のポジション別 のコーチから
フィードバックを受ける 際にスポーツコードというビデオ分析プログラムを使用し、
各選手のパフォーマンスをレビューする 。

技術面を鍛える部分ではプログラム全体のはじめに行うスキル評価を基にスキルプログラムを作成する。
スキル評価を行うことにより、個 と々チームとしてのスキルプログラムでの優先事項を決定でき 、
プログラムの計画をしやすくする。

プログラム期間中の のスキル面では基礎スキル、ユニットスキル BK か FW ) とボジション毎のスキルに 分けて フォーカ
ス していく 。

選手達はフィジカルテストの結果よりプログラムが組まれ、
トレーニング期間中はワイカトラグビー協会ハイパフォーマンススタッフによりモニタリングされます。

選手育成プログラム
ワイカトラグビー協会の６項目を軸にした選手育成プログラムは

国内でもトップクラスの選手育成システムとして評価されています。

まずこのプログラムでは個別に上記の６項目を評価します。 上記６項目の結果をベースに各選手の力
を最大限まで引き出せるように個別でのパフォーマンス計画を作っていきます。

プログラム構成 要約

技術面

戦術面

フィジカル面

メンタルスキル

リーダーシップ

栄養学

選手育成プログラム



チャンピオンシップ決勝
２０１８年 マイター 10 カップ 勝者

スケジュールの例



ラグビー 体験
選手達は本場のニュージーランド のラグビー文化をプレーし

トレーニングすることにより直に経験することができる。

ニュージーランド 体験
選手達はニュージーランドで楽しい

アクティビティーと素晴らしい観光スポットを経験します。

美しい国を探検しようワイカトカラーの赤、黄と黒をまとって練習



推薦者
これまでに高いクオリティー、プロ意識の高いワイカトラグビー協会の育成プログラム

の経験を通して、多くの一流のインターナショナルコーチやプレーヤーが生まれてきました。

推薦者

タウェラ・カアバーロウ 元 ワイカトと 元 オールブラックスの選手
“私はワイカトラグビー協会のシステムを通じて成長できて凄く光栄です、そして幸運にも
オールブラックスにも選ばれました。 ワイカトにはしっかりとしたサポートシステムや
ネットワークがあるなど素晴らしい環境が整っています、そして私に対してもすごく良くしてくれ
ました。“

リアム・メッサム - 元 ワイカトと 元 オールブラックスの選手
“私は若い頃からワイカトのシステムを染み込ませてきました。 私はここハミルトン
とワイカトの組織の中で楽しんできました。彼らが私をラグビー選手としてここまで成長させて
くれました。”

アトゥ・モリ - 元 ワイカトとオールブラックスの選手
“ワイカトアカデミーは私をより良い選手にしてくれました。 高校卒業後から２年間
ワイカトアカデミーで過ごし、幸運にも２シーズンに渡って 20 歳以下のニュージーランド代
表に選ばれる事ができました。 私が選手として成長できたのはワイカトラグビー協会の素晴
らしいスタッフとサポートネットワークのおかげです。”

ルーク・ジェイコブソン - ワイカト、 元 19 歳以下のワイカト代表キャプテン とオールブラックス
“ワイカトアカデミーは私を単によりスキルのある、強く、速く、フィットネスのある
選手に育ててくれただけではなく、何かうまくいかなかった時にもくじけない勇気や、
すぐに切り替えてより良い選手になっていこうという風に考えるように性格の部分でも成長さ
せてくれました。”

イアン・フォスター – ワイカトのセンチュリアン、オールブラックスのアシスタントコーチ
“私はワイカト地方がこれまでの育成部分での経験をもとにより効率の良いシステムを構築
している事に対して喜ばしく思います。各専門家が持っている多くの専門知識をうまく自分に
生かす為の素晴らしい機会になるでしょう。”

アントン・リナート-ブラウン − ワイカトとオールブラックスの選手
“私がラグビー選手として成長していく中でワイカトからは大きな影響を受けました。彼らが私
に対して率直さと心の底から心配してくれる姿勢が、ワイカトでプレーするためにカンタベリー
からチームを移す後押しになりました。”



オールブラックス 
Sitiveni Sivivatu
Mils Muliaina
Stephen Donald
Richard Kahui
Liam Messam
Aled de Malmanche
Tawera Kerr-Barlow
Brad Weber
Anton Lienert-Brown
Damian McKenzie
Atu Moli
Luke Jacobson
Sevu Reece
 
マオリオールブラックス 
Liam Messam
Romana Graham
Dwayne Sweeney
Jackson Willison
Ben May
Declan O’Donnell
Trent Renata
Joe Webber
Tawera Kerr-Barlow
Damian McKenzie
Josh Hohneck
Jacob Skeen
Brad Weber
Whetu Douglas
Jordan Manihera 
Matthew Lansdown
Fletcher Smith

NZ 20 歳以下代表 
Rory Grice
Tawera Kerr-Barlow
Glen Robertson
Sefo Setephano
Nathan George
Fraser Armstrong
Nick Ross
Marnus Hanley
Hame Faiva
Adam Burn
Joe Webber
Mitch Jacobson
Tau Koloamatangi
Anton Lienert-Brown
Damian McKenzie
Atu Moli
James Tucker
Steven Misa
Harrison Levien
Luke Jacobson
Ayden Johnstone
Sefo Kautai
Shaun Stevenson
Jordan Trainor
Sam Caird
Ryan Coxon
Laghlan McWhannell
Bailyn Sullivan
Xavier Roe
Quinn Tupaea 
Rivez Reihana
Simon Parker

NZ 20 歳以下代表
Samipeni Finau 
George Dyer 
James Thompson 
Oliver Norris 

NZ 高校代表 
Fraser Armstrong
Adam Burn
Nick Ross
Joe Walsh
Josh Davey
Kane Jacobson
Joe Webber
James Tucker
Regan Ware
Atu Moli
Sam Chongkit
Mitch Jacobson
Harrison Levien
Bryn Gatland
Damian McKenzie
Isaac Te Tamaki
Ayden Johnstone
Luke Jacobson
Solomone Tukuafu
Jordan Trainor
Shaun Stevenson
Sevu Reece
Samisoni Taukei’aho
Laghlan McWhannell
Charles Alaimalo

NZ 高校代表 
Sam Cooper
George Dyer
Quinn Tupaea
Tautau Kapea
Josh Lord
Thomas Martin
Simeon Parker
Gideon Wrampling
Vincent Green
Matt Dobbyn
Viaolini Ekuasi

オールブラックス セブンズ 
Liam Messam
Tim Mikkelson
Rory Grice
Save Tokula
Frank Halai
Declan O’Donnell
Glen Robertson
Joe Webber
Kylem O’Donnell
Jono Malo
Luke Masirewa
Dylan Collier
Isaac Te Tamaki

ワイカトの栄誉者名簿
２０１０〜２０１9年 ニュージランドの代表チーム 選抜者一覧



プログラムについて

選手達には4 週間のプログラムを通して下記のセッション
（４週間あたりの回数） に参加してもらいます；

コースの日程 ２０２０年３月１日〜３月２９日 

コースの期間 ４週間

プログラムの費用 ５,５００ NZ ドル

•	 プログラム前の個別評価
•	 ストレングス＆コンディショニングのセッション x ２０
•	 スキルをベースにしたセッション（テクニック／戦術／ポジション別）x ２０
•	 ワイカトアカデミーでの練習 x ４
•	 チームでの 練習 x ８
•	 メンタルスキルを学ぶ x ４
•	 英語の授業x １６
•	 ニュージーランド体験x ４
•	 クラブチームの試合x ４
•	 プログラム終了後のふりかえりを含めた個人面談

プログラムの費用に含まれるもの ; 

•	 選手育成プログラム
•	 ポフィリ マオリ族の歓迎式
•	 ホームステイ代（１日３食含まれる）
•	 英語の授業料（１週間に８時間の授業）
•	 ニュージーランド体験 ツアー （週に１回
•	 到着時と帰国時のオークランド国際空港からの送迎
•	 ワイカトの練習着 （Kukri)
•	 通訳
•	 チーフスのチームトレーニングを観に行く
•	 チーフスのチケット代（ホームゲーム）
•	 ワイカトラグビー協会からのプログラム参加証明書
•	 プログラムのハイライトビデオ
•	 ワイカトラグビー協会のパトゥ（ボーンカーヴィング マオリ族のネックレス）
•	 ２４時間サポート体制
•	 必要であればメディカルとフィジオの治療
•	 物品及びサービス税

プログラムの費用に含まれ ないもの； 

•	 航空券代
•	 個人での医療保険
•	 ニュージランド到着までに必ず保険に加入しておい 

てください）

プログラムについて



ランフリーシールドマッチに勝利
２０１８年  ワイカト対タラナキ

コーチングスタッフ
アンドリュー・ストロウブリッジ

ワイカト - ヘッドコーチ
チーフス – スキルコーチ
ワイカトセンチュリアン

（ワイカトの選手として１００キャップ獲得）

ロジャー・ランドル

ワイカト – アタックコーチ
チーフス – アタックコーチ
マオリオールブラックス – アシスタントコーチ
元オールブラックス

ネイサン・ホワイト

ワイカト – セットピースコーチ
チーフス – リソースコーチ
元アイルランド代表

ティム・ハースト

ワイカト – ヘッドストレングス＆コンディショニングコーチ
２０歳以下ニュージーランド代表　トレーナー



日本での連絡先
宮浦 成敏（みやうら なるとし）

電話番号：０８０−１７５８−４０７６
Eメールアドレス： narum@mooloo.co.nz

リーチ・マイケル公式サイト
michaelleitch.com/profile


